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ご利用上の注意 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おことわり 

１） 本書の内容の全部または一部を、無断転載することは禁止されています。 

２） 本書の内容は、改良のため予告なしに変更することがあります。 

３） 本書の内容について、ご不審な点やお気付きの点がございましたらご連絡ください。 

４） 本製品を運用した結果の内容の影響につきましては、３）に関わらず責任を負いかねますので 

ご了承ください。 

 

© DTS INSIGHT CORPORATION All Rights Reserved． 

Printed in Japan 

① 本製品は弊社ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ専用の定義体です。弊社ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ以外では

ご使用にならないでください。 

 

② 対象マイコンとマイコンパックとの対応を誤って使用すると、ターゲットシステムを破壊する

恐れがあります。本製品のマイコンパックで対象となるマイコンをご確認してからご使用くだ

さい。 

 

③ ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、ターゲットシステムとのインタフェイスＩＣ（ＮＥＴ ＩＭＰＲ

ＥＳＳ内部ＩＣ）電源用に数ｍＡの電流をＴＶｃｃｄ端子より消費いたします。 

 

④ デバイスファンクション又は、ファンクション実行中には、ＳＤカードの脱着は、行わないで

ください。実行中に、脱着してしまいますとＳＤカードを破壊する恐れがあります。 
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１．概要 

ＦＭＸ８１９は、型名：ＡＦＸｘｘｘのＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳシリーズで使用可能な定義体です。 

ＦＭＸ８１９は、ＮＸＰセミコンダクターズ社製：ＭＰＣ５７４６Ｒを代表機種とする、これと同一

のアルゴリズム・プロトコルで書き込み可能なフラッシュメモリ内蔵マイコンを対象とします。 

 ＡＦＸとターゲットの接続には、ＰＨＸ４００をご利用ください。 

 その他のプローブケーブルについては、弊社又は代理店にお問い合わせください。 

 

 ※本マニュアルで記載のあるＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは型名：ＡＦＸｘｘｘの本体のことを指しま 

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ ご注意 ＞ 

必ずお客様がお使いになられるフラッシュメモリ内蔵マイコン用のマイコンパックと組み合わせて

ご使用ください。 

 書き込み方式の異なるマイコンに対するご利用は、ターゲットマイコン及びそれを含むユーザシステ

ムを破壊する恐れがあります。 
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２．仕様 

 

２－１．対象マイコンと仕様 

特に記載なき項目は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ標準に準じます。 

 

型名 ＦＭＸ８１９ 

ターゲットマイコン ＦＭＸ８１９Ｍｘｘマイコンパックで規定 

Ｃｏｄｅ Ｆｌａｓｈ 

メモリ容量  
同上  ＊１ 

Ｄａｔａ Ｆｌａｓｈ 

メモリ容量 
同上  ＊１ 

Ｃｏｄｅ Ｆｌａｓｈ 

メモリアドレス 
同上  ＊１ 

Ｄａｔａ Ｆｌａｓｈ 

メモリアドレス 
同上  ＊１ 

ターゲットインタフェイス 

ＪＴＡＧインタフェイス 

１．２５Ｍ／２．５Ｍ／５Ｍ／１０Ｍｂｐｓ 

□ＭＳＢファースト      ■ＬＳＢファースト 

デフォルト ＦＭＸ８１９Ｍｘｘマイコンパックで規定 

書き込み時のターゲット 

マイコン動作周波数 
同上 

書き込み時のターゲット 

インタフェイス電圧 
同上 
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＊１：本定義体の対象とするマイコンでは、Ｄａｔａ Ｆｌａｓｈ、Ｃｏｄｅ Ｆｌａｓｈを持ちます

が、各メモリのアドレス空間をそのまま利用しライタのバッファメモリを構築するとバッファ

メモリが大きくなってしまうため、ライタ上では仮想のアドレスに変換して各メモリのデータ

を保持します。 

マイコンへの書き込み時は、再度アドレスを変換して元のアドレスに戻して書き込みます。 

下記にアドレス変換の例を示します。 

 

Address Object File  Address 

NET IMPRESS 

Buffer Memory  Address Target Memory 

#00800000 

 

#0083FFFF 

Data Flash  #00800000 

 

#0083FFFF 

Data Flash  #00800000 

 

#0083FFFF 

Data Flash 

   #00840000 

 

#00C23FFF 

Code Flash    

#00F9C000 

 

#0137FFFF 

Code Flash     #00F9C000 

 

#0137FFFF 

Code Flash 

 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのバッファメモリの見え方は以下表のようになります。 

メモリ名称 本来の先頭アドレス（例） 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの 

バッファメモリ先頭アドレス（例） 

Ｄａｔａ Ｆｌａｓｈ ＃００８０００００ ＃００８０００００ 

Ｃｏｄｅ Ｆｌａｓｈ ＃００Ｆ９Ｃ０００ ＃００８４００００ 
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２－２．機種固有のパラメータ設定 

ＳＷＸ６００（リモートコントローラ：Ｗｉｎｄｏｗｓ上で動作）を利用して次の初期設定を行います。

リモートコントローラのご利用方法については、ＳＷＸ６００：ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの操作マニュア

ル（ソフトウェア）をご参照ください。  

 

２－２－１．【 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ ウィンドウの設定 】 

Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ 画面上で、ターゲットマイコンにあったパラメータ設定を行います。 
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① ＴＶｃｃ Ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ 

ターゲットマイコンの動作電圧の下限値から０．１Ｖ程低い値を設定頂く事を推奨致します。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、ターゲットマイコンの動作電圧（ＴＶｃｃ）を監視しており、この電圧

がここで設定する電圧値以上の時に、デバイスファンクションを実行します。 

ＡＦＸ１００でのＴＶｃｃスレッショルドの設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ａｖａｎｔの操作マニ

ュアル【 ２．３．２ ＴＶＣＣ ＴＨＲＥＳＨＯＬＤ 】をご参照ください。 

 

 

② Ｆｌａｓｈ ＲＯＭ【 Ｆｉｒｓｔ／Ｌａｓｔ Ａｄｄｒｅｓｓ 】 

フラッシュメモリ領域（Ｆｉｒｓｔ／Ｌａｓｔ Ａｄｄｒｅｓｓ）を設定してください。 

ＡＦＸ１００での、Ｆｌａｓｈ ＲＯＭの設定はできずに、表示のみとなります。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ａｖａｎｔの操作マニュアル【 ２．３．１ ＰＲＯＧＲＡＭ ＡＲＥＡ 】を

ご参照ください。 

 

③ ＲＯＭ Ｂｌｏｃｋ Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ 

フラッシュメモリのブロック構成を設定します。 

 

＜ ブロック情報テーブル ＞ 

ブロック情報テーブルは、ブロックグループＮｏ．、ブロックグループのスタートアドレス、 

ブロックサイズの３情報からなります。 

ブロックグループＮｏ．： Ｇｒｏｕｐ１～Ｇｒｏｕｐ１４までの１４Ｇｒｏｕｐが指定できます。 

   連続したブロックサイズの等しい一群のブロックを一つのブロック 

   グループとして、アドレスの若い方から、若い番号のブロック番号を 

付与します。 

スタートアドレス： ブロックグループの開始アドレスです。 

   このアドレスからブロックサイズで定められた大きさのフラッシュ 

   メモリが連続して並び、一つのブロックグループを構成します。 

ブロックサイズ： ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、次の（ブロック）グループアドレスまで、 

   このブロックサイズで定められたフラッシュメモリブロックが連続して 

   配置されるものと解釈されます。  

また、ブロックサイズを 1にするとアクセス禁止領域となります。アク 

セス禁止領域はデバイスファンクション実行領域でも、書き込み・消去 

等が実行されません。 
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例 ） 

ブロックグループＮｏ． スタートアドレス ブロックサイズ 

１ ＃００Ｆ８００００ ＃００００８０００ 

２ ＃００ＦＡ００００ ＃０００１００００ 

 

 

スタートアドレス 

 

＃Ｆ８００００ → 

 

＃Ｆ８８０００ → 

 

＃Ｆ９００００ → 

 

＃Ｆ９８０００ → 

 

＃ＦＡ００００ → 

 

 

＃ＦＢ００００ → 

 

 

＃ＦＣ００００ → 

 

 

＃ＦＤ００００ → 

 

 

＃ＦＥ００００ → 

 

 

＃ＦＦ００００ → 

 

 

 

 

 

ブロックグループ１ 

上の例では、＃Ｆ８００００から３２Ｋ 

バイトのブロックサイズをもつフラッシュ 

メモリブロックが次のブロックグループの

スタート（＃ＦＡ００００）まで連なる 

事を示します。 

ブロックグループ２ 

上の例では、＃ＦＡ００００から６４Ｋ 

バイトのブロックサイズをもつフラッシュ 

メモリブロックがフラッシュメモリの最終

アドレス（＃ＦＦＦＦＦＦ）まで連なる 

事を示します。 

＃ＦＦＦＦＦＦ → 
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④ ＭＣＵ Ｃｌｏｃｋ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ 

ターゲットマイコンへの入力クロックを設定します。 

ＡＦＸ１００でのクロック設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ａｖａｎｔの操作マニュアル【 ２．３．

４ ＴＧＴ ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ 】をご参照ください。 

 

⑤ ＭＣＵ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｍｏｄｅ 

ＤＣＦ／ＵＴＥＳＴブロックの処理を制御します。 

各デバイスファンクションの処理を設定します。 

設定内容は以下のようになります。 

 

値 LCD E.P.R PROGRAM READ COPY 

0000 St’d DCF/UTEST無効 

0001 Opt.1 DCF有効、UTEST無効 

0010 Opt.2 DCF無効、UTEST有効 

0011 Opt.3 DCF/UTEST有効 

 

ＤＣＦ／ＵＴＥＳＴブロックに対する処理の詳細は、本書【２－４．ＤＣＦ領域／ＵＴＥＳＴブロッ

ク】をご参照ください。 

また、上記以外の値は設定しないでください。 

 

 

⑥ ＷＤＴ Ｃｌｏｃｋ Ｐｅｒｉｏｄ 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、オンボードプログラミング中に定周期のクロックパルスを出力する機能

を持っています。この周期を利用する場合はＷＤＴ周期の設定を行います。 

ＡＦＸ１００でのＷＤＴ設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ａｖａｎｔの操作マニュアル【 ２．３．３ 

ＷＤＴ ＳＥＴＴＩＮＧ 】をご参照ください。 
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⑦ Ｄａｔａ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳとターゲットマイコン間の通信設定を指定します。 

ＦＭＸ８１９では、ウィンドウの各項目を次のように設定してください。 

 

・ Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ 

ＪＴＡＧを選択して下さい。 

 

・ Ｂａｕｄ Ｒａｔｅ 

Ｉｎｔｅｒｆａｃｅで選択されている通信設定の通信速度を設定します。 

１．２５Ｍ／２．５Ｍ／５Ｍ／１０Ｍｂｐｓより選択して下さい。 

ＡＦＸ１００での通信速度設定はＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ａｖａｎｔの操作マニュアル【 ２．４．

１ ＢＡＵＤＲＡＴＥ ＳＥＴＴＩＮＧ 】をご参照ください。 

 

⑧ ＭＣＵ Ｔｙｐｅ 

この項目へ設定された内容が、ウィンドウ左上部のＭＣＵ Ｔｙｐｅ及びＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ本体

上に表示されます。 

マイコンの型名、お客様の装置型名など任意の文字を２０桁まで入力できます。 

 

⑨ ＯＫ 

Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ウィンドウ内容を、ＹＩＭフォルダ内の定義体ファイルに反映し

ます。 

①～⑧の設定変更後は、ウィンドウに移る前に必ず、ＯＫボタンを押してください。 

ＯＫボタンが押されなければ、パラメータは反映されません。 
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２－２－２．【 Ｂａｓｉｃ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎウィンドウの設定 】 

 Ｂａｓｉｃ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎウィンドウ上では、次の２項目の設定を行います。 
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① Ｄｅｖｉｃｅ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ（Ｔａｒｇｅｔ Ａｄｄｒｅｓｓ） 

マイコンへのデバイスファンクションの対象領域を設定します。 

通常は、２－２－１．②項のＦｌａｓｈ ＲＯＭ領域と同じ設定にします。 

ターゲットアドレスは、その設定アドレス値によりフラッシュメモリのブロック境界アドレスに自動

アライメントされます。 

この自動アライメントされた領域に対して、デバイスファンクションが実行されます。 

 

 

② Ｂｕｆｆｅｒ Ａｒｅａ 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのバッファメモリ上のデータをセーブ・ロードする領域を設定します。 

通常は、２－２－１．②項のＦｌａｓｈ ＲＯＭ領域と同じ設定にします。 

 

③ ＯＫ 

Ｂａｓｉｃ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎウィンドウ内容を、ＹＩＭフォルダ内の定義体ファイルに反映しま

す。 

①～②の設定変更後は、他のウィンドウに移る前に必ず、ＯＫボタンを押してください。 

ＯＫボタンが押されなければ、変更したパラメータは反映されません。 
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２－２－３．【 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ ２ ウィンドウの設定 】 

 この設定ウィンドウには、マイコン固有パラメータが設定されていますので、変更しないでください。 

設定変更が必要な場合は、事前に必ず弊社サポートセンタまで、ご相談ください。 

 

 

変更更する際にＰａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ２のタブを選択しますとＰａｓｓｗｏｒｄを求められ

ますので“ＡＦ２００”と入力して下さい。（入力した文字はマスクされて表示されます） 

 

 

 設定変更後は、他のウィンドウに移る前に必ずＯＫボタンを押してください。 

 ＯＫボタンが押されなければ、パラメータは反映されません。 
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２－３．デバイスファンクションと実行機能 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのデバイスファンクション起動時に実行される機能は以下のとおりです。 

 

ﾃﾞﾊﾞｲｽﾌｧﾝｸｼｮﾝ ERASE BLANK PROGRAM READ E.P.R COPY 

対

象

メ

モ

リ

域 

Device Funcによる 

フラッシュメモリ 

一部領域 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

Flash ROMによる 

フラッシュメモリ 

全領域 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

 

 

 

フラッシュメモリに対す

る実行動作 *2 *３ *４ 

■Blank    ■Blank  

■Erase ■Blank   ■Erase  

  ■Program  ■Program  

  ■Read*１ ■Read ■Read*１ ■Copy 

     ■Read 

備考 

 

 各デバイスファンクションは、ブロックグループ単位で実行され 

 ます。 

 

＊１：デバイスファンクションＥ．Ｐ．Ｒ、Ｐｒｏｇｒａｍ時に実行される、ベリファイ動作は 

 Ｖｅｒｉｆｙ Ｍｏｄｅで設定されているリードベリファイが実行されます。 

  ＡＦＸ１００でのＶｅｒｉｆｙ Ｍｏｄｅ設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ａｖａｎｔの操作 

   マニュアル【 ２．３．５ ＶＥＲＩＦＹ ＭＯＤＥ 】をご参照ください。 

 

① ＳＵＭリードベリファイ 

マイコンからＰｒｏｇｒａｍを行った領域のＳＵＭ値（１６ビット加算した値でオーバーフロ 

ーは無視）を読み出し、ライタがＰｒｏｇｒａｍ時に転送した書き込みデータのＳＵＭ値と比 

較します。 

 

② ＦＵＬＬリードベリファイ 

マイコンからＰｒｏｇｒａｍを行った領域のデータを読み出し、ライタがＰｒｏｇｒａｍ時に 

転送した書き込みデータと比較します。 

 

＊２：各動作の終了後、ＤＣＦ／ＵＴＥＳＴブロックの処理が行われます。 

   ＤＣＦ／ＵＴＥＳＴブロックについては本書【２－４．ＤＣＦ領域／ＵＴＥＳＴブロック】 

   をご参照ください。 



 16 

 

＊３：ＭＣＵ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｍｏｄｅの設定値によりＤＣＦ／ＵＴＥＳＴブロックに対する処理

を切り替えます。 

 

＊４：読み出したデータは“ＹＤＣＦＤＡＴ０．ＹＳＤ”、“ＹＴＳＴＤＡＴ０．ＹＴＤ”という名前の

ファイルに格納されます。 
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２－４．ＤＣＦ領域／ＵＴＥＳＴブロック 

 

２－４－１．概要 

フラッシュメモリには通常の書き込み領域とは別にＵＴＥＳＴブロックが存在しており、通常の領域

とは異なるアドレスに配置されています。ＵＴＥＳＴブロックは特殊な領域となっており、特定の用途

に使用されるデータを格納する領域が含まれます。本定義体では、特にＤＣＦ領域とそれ以外のＵＴＥ

ＳＴブロックに対する処理を行います。 

ＤＣＦ領域の書き込みには、拡張子が“ＹＣＲ”となるファイル（ＹＣＲファイル）を使用します。 

ＵＴＥＳＴブロックの書き込みには、拡張子が“ＹＤＤ”となるファイル（ＹＤＤファイル）を使用

します。 

ＭＣＵ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｍｏｄｅの設定によりＤＣＦ／ＵＴＥＳＴブロックの書き込みが有効な

場合、ＹＣＲ／ＹＤＤファイルが存在しない場合にはエラーとなります。ＤＣＦ／ＵＴＥＳＴブロック

の書き込みが無効と設定されている場合、処理は行われません。 

 

 

２－４－２．ＹＤＤファイル 

ＵＴＥＳＴブロックの書き込みにおいて、ＹＤＤファイルに書き込みデータを格納します。 

ＹＤＤファイルはＹＩＭフォルダ内に１つだけ配置することとします。２つ以上存在する場合はエラ

ーとします。ＹＤＤファイルに格納するデータはＳフォーマットとします。ＤＣＦ領域を除くＵＴＥＳ

Ｔブロックのアドレスのデータを書き込みデータとして使用し、範囲外のデータは無効とします。 

また、ＹＤＤファイルのファイルサイズは１６ＫＢ以下とします。 

 

 

２－４－３．ＤＣＦ領域 

本定義体ではＤＣＦ領域の書き込みをサポートします。 

 ＤＣＦ領域には、マイコンの初期設定などを行うデータがＤＣＦレコードとして格納されます。 

ＤＣＦ領域に対しての書き込みでは、すでに書き込まれているデータの末尾に追記を行います。 

ＹＣＲファイルから読み出した書き込みデータとすでに書き込まれているデータの最終データを比較

し、一致する場合には書き込みを行いません。 

また、ブランク以外でＳｔｏｐレコードが存在する場合、ＤＣＦ領域の終端まで書き込まれている場

合にはエラーとなります。 
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２－４－４．ＹＣＲファイル 

ＤＣＦ領域の書き込みにおいて、ＹＣＲファイルに書き込みデータを格納します。 

ＹＣＲファイルはＹＩＭフォルダ内に１つだけ配置することとします。２つ以上存在する場合はエラ

ーとします。ＹＣＲファイルに格納するデータはＳフォーマットとします。 

ＤＣＦ領域のアドレス範囲内にあるＳレコードのデータをＤＣＦレコードとして処理を行います。 

ＤＣＦレコードのアドレスとデータ８バイトをＳレコードのデータとしてセットします。 

 

 

例) 

 

書き込みデータ 

 DCF Address DCF Data 

Record1 0x00080008 0xD3FEA98B 

Record2 0x00080008 0x2C015674 

 

Ｓレコード 

 

 

 

 

メモリイメージ 

      +0  +F  

 

 

 

 

 

２－４－５．ＵＴＥＳＴブロック 

ＵＴＥＳＴブロックは消去を行うことができず、未書き込み領域に対する書き込みを１度だけ行うこ

とができます。消去や書き込み済みの領域を書き換えることはできません。 

ＵＴＥＳＴブロックへの書き込みは８バイト単位で行います。アライメントに注意して下さい。 

書き込みデータとして１バイトだけ設定した場合でも、それを含む８バイトが書き込み領域となりま

す。 

 

フラッシュに関する詳細についてはマイコンのマニュアルをご参照ください。 

ＤＣＦ／ＵＴＥＳＴブロックへの書き込みを行う際には、その内容を十分確認してから行うようにし

て下さい。 

 

D3 FE A9 8B 00 08 00 08 2C 01 56 74 00 08 00 08 

FF FF FF FF FF FF FF FF … 

S30D00400310D3FEA98B000800088A 

S30D004003182C0156740008000890 
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２－５．Ｃｅｎｓｏｒｓｈｉｐパスワード 

Censorship機能が有効な場合、解除するためにパスワードの設定が必要となります。 

拡張子ＹＩＤのファイルに格納されたデータをパスワードとして使用します。 

接続時に、ENABLE_JTAG_PASSWORDコマンドでパスワードをセットし、デバッグインターフェイスの 

アクセスが行えるようにします。 

ＹＩＤファイルはＹＩＭフォルダ内に１つだけ配置することとします。２つ以上存在する場合はエラ

ーとします。ＹＩＤファイルに格納するデータはＳフォーマットとし、アドレスはＤＣＦ領域のアドレ

ス範囲内とします。 
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３．書き込み制御プログラム（ＷＣＰ）のインストール 

 

３－１．概要 

この定義体では、コマンド実行に先立って、書き込み制御プログラムをマイコン（ターゲットシステ

ム上で動作する）へ転送し、その制御のもとでフラッシュメモリへのプログラミングを行います。 

転送される書き込み制御プログラムは、ＹＩＭフォルダ内にｘｘｘ．ＢＴＰの拡張子をもつファイル

名で配置します。 

ｘｘｘ．ＢＴＰは、１つのＹＩＭフォルダ内にただ一つだけの配置が許されています。 

２つ以上のｘｘｘ．ＢＴＰファイルを配置することや、ｘｘｘ．ＢＴＰファイルを配置しないでのご

利用はできません。 

 

 

３－２．書き込み制御プログラム（ＷＣＰ）インストール 

ＷＣＰファイルのインストール方法についてはＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ａｖａｎｔ Ｆｌａｓｈ Ｐ 

ｒｏｇｒａｍｍｅｒスタートアップマニュアルの「４．４．３．各種バンドルファイルのロード」 

を参照ください。 
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４．エラーメッセージ 

 

４－１．概要 

ＦＭＸ８１９において出力されるエラーメッセージに関して記述します。 

本章に記載のない、標準のエラーに関する詳細は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの操作マニュアルをご参照く

ださい。 

 

４－２．固有エラーメッセージについて 

下記の表はＦＭＸ８１９で出力される固有のエラー内容です。 

エラーメッセージ エラー要因／対策 

1120 

UNEXPECTED MCU 

要因 ターゲットのＩＤＣＯＤＥが一致しません。 

対策 正しく接続されているかご確認ください。 

1122 

SET FREQUENCY FAILED 

要因 クロックの設定に失敗しました。 

対策 外部クロック周波数の設定をご確認ください。 

1123 

DCF AREA PROGRAM ERROR 

要因 ＤＣＦ領域の書き込みに失敗しました。 

対策 
ＤＣＦ領域に書き込み済みのデータ、ＹＣＲファイルの内容

をご確認ください。 

1124 

UTEST BLOCK PROGRAM ERROR 

要因 ＵＴＥＳＴブロックへの書き込みに失敗しました。 

対策 ＹＤＤファイルの内容をご確認ください。 

1125 

MORE 2 YDD FILES 

要因 ＹＤＤファイルが２つ以上存在します。 

対策 ＹＤＤファイルは１つだけ配置してください。 

1126 

YDD FILE FORMAT ERROR 

要因 ＹＤＤファイル形式に異常があります。 

対策 ＹＤＤファイルの内容をご確認ください。 

1127 

YDD FILE SIZE ERROR 

要因 ＹＤＤファイルサイズが大きすぎます。 

対策 ＹＤＤファイルは１６ＫＢ以内としてください。 

1128 

YDD FILE NOT FOUND ERROR 

要因 ＹＤＤファイルが存在しません。 

対策 

ＹＤＤファイルを配置してください。 

または、ＵＴＥＳＴブロックへの書き込みを無効としてくだ

さい。 
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1129 

YDD FILE ADDRESS ERROR 

要因 ＹＤＤファイルに不正なアドレスのデータがあります。 

対策 
ＵＴＥＳＴブロックのアドレス範囲内であるかご確認くだ

さい。 

112A 

MORE 2 YID FILES 

要因 ＹＩＤファイルが２つ以上存在します。 

対策 ＹＩＤファイルは１つだけ配置してください。 

112B 

YID FILE FORMAT ERROR 

要因 ＹＩＤファイル形式に異常があります。 

対策 ＹＩＤファイルの内容をご確認ください。 

112D 

MORE 2 YCR FILES 

要因 ＹＣＲファイルが２つ以上存在します。 

対策 ＹＣＲファイルは１つだけ配置してください。 

112E 

YCR FILE SIZE ERROR 

要因 ＹＣＲファイルサイズが大きすぎます。 

対策 ＹＣＲファイルは１６ＫＢ以内としてください。 

112F 

YCR FILE NOT FOUND ERROR 

要因 ＹＣＲファイルが存在しません。 

対策 
ＹＣＲファイルを配置してください。 

または、ＤＣＦ領域書き込みを無効としてください。 

1130 

YCR FILE FORMAT ERROR 

要因 ＹＣＲファイル形式に異常があります。 

対策 ＹＣＲファイルの内容をご確認ください。 

1133 

DCF AREA VERIFY ERROR 

要因 ＤＣＦ領域のベリファイでエラーが発生しました。 

対策 ＹＣＲファイルの内容をご確認ください。 

1134 

UTEST BLOCK VERIFY ERROR 

要因 ＵＴＥＳＴブロックのベリファイでエラーが発生しました。 

対策 ＹＤＤファイルの内容をご確認ください。 

1139 

OBJECT FILE HEADER FORMAT 

ERROR 

要因 ＢＴＰファイルのフォーマットが不正です。 

対策 正しいＢＴＰファイルが転送されているかご確認ください。 

113A 

ADAPTER INITIALIZE ERROR 

要因 ＪＴＡＧ制御に失敗しました。 

対策 
プローブ及びアダプタが正しく接続されているかご確認く

ださい。 

113C 

PHX400 ADAPTER ERROR 

要因 ＰＨＸ４００との通信に失敗しました。 

対策 
プローブ及びアダプタが正しく接続されているかご確認く

ださい。 
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113D 

ADAPTER NOT SUPPORTED 

要因 アダプタバージョンが不正 

対策 
プローブ及びアダプタが正しく接続されているかご確認く

ださい。 

 

 

また、エラー発生した際に“―――― ＥＲＲ ＸＸ”と表示される場合のＸＸは１６進数表記の数字で

エラーとなった時に実行しているポイントを示します。 

Code 内容 

0x01 ＥＲＡＳＥ動作（チップ、ブロック） 

0x02 ＢＬＡＮＫ動作 

0x03 ＰＲＯＧＲＡＭ動作 

0x04 ＶＥＲＩＦＹ動作 

ＳＵＭ ＶＥＲＩＦＹ動作 

0x05 ＣＯＰＹ動作 

0x0C ターゲット初期化処理 

0x0D ターゲット初期化ステータス処理 

0x0F ブート起動処理 

 

 

 


	表紙
	改訂履歴
	目次
	１．概要
	２．仕様
	２－１．対象マイコンと仕様
	２－２．機種固有のパラメータ設定
	２－２－１．【 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ ウィンドウの設定 】
	２－２－２．【 Ｂａｓｉｃ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎウィンドウの設定 】
	２－２－３．【 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ ２ ウィンドウの設定 】

	２－３．デバイスファンクションと実行機能
	２－４．ＤＣＦ領域／ＵＴＥＳＴブロック
	２－４－１．概要
	２－４－２．ＹＤＤファイル
	２－４－３．ＤＣＦ領域
	２－４－４．ＹＣＲファイル
	２－４－５．ＵＴＥＳＴブロック

	２－５．Ｃｅｎｓｏｒｓｈｉｐパスワード

	３．書き込み制御プログラム（ＷＣＰ）のインストール
	３－１．概要
	３－２．書き込み制御プログラム（ＷＣＰ）インストール

	４．エラーメッセージ
	４－１．概要
	４－２．固有エラーメッセージについて


